
若
者
や
将
来
世
代
も
含
め
た
す
べ
て
の
世
代
が
安

心
で
き
る
明
る
い
未
来
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
経
済

成
長
を
通
じ
て
財
政
・
社
会
保
障
の
持
続
可
能
性

を
確
保
し
、
財
政
・
社
会
保
障
改
革
を
進
め
る
こ
と

で
経
済
成
長
へ
の
期
待
感
を
高
め
る
と
い
う
好
循

環
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の

た
め
に
、
成
長
戦
略
・
財
政
健
全
化
・
全
世
代
型
社

会
保
障
の
構
築
を
一
体
的
に
図
る
「
経
済
構
造
改

革
」
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
団
連
で
は
、

新
た
に
設
置
し
た
「
経
済
構
造
改
革
会
議
」
で
の
議

論
を
踏
ま
え
、
昨
年
１１
月
、「
経
済
成
長
・
財
政
・

社
会
保
障
の
一
体
改
革
に
よ
る
安
心
の
確
保
に
向
け

て
―
―
経
済
構
造
改
革
に
関
す
る
提
言
」
を
公
表
し

た
。提

言
で
は
、
わ
が
国
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
強

力
に
推
進
し
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
活
力
を
取
り
戻

す
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
長
年
の
懸
案
事
項
に
解
決
の

道
筋
を
つ
け
、
人
々
が
抱
く
不
安
を
解
消
し
て
い
く

こ
と
を
掲
げ
た
。
そ
の
う
え
で
必
要
な
政
策
と
し
て

以
下
の
４
点
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

S
o
c
ie
ty
5
.0

を
柱
と
す
る

成
長
戦
略
の
推
進

成
長
戦
略
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、Society

5.0

の
社
会
実
装
を
通
じ
て
生
産
性
の
向
上
を
図
り
、
強

靱
な
経
済
構
造
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
重
視
す
べ

き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
効
率
化（
自
動
化
・
省
力

化
投
資
な
ど
）や
付
加
価
値
の
増
大（
デ
ー
タ
活
用
に

よ
る
革
新
的
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
実
装
の
加
速
な
ど
）に
加
え
、
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
人
や
企
業

の
変
革（
人
材
育
成
、
働
き
手
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
向
上
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築

な
ど
）が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
海
外
活
力
を
わ
が
国
経
済
の
成
長
プ
ロ
セ

ス
に
取
り
込
む
観
点
か
ら
、
経
済
連
携
の
推
進
な
ど

に
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）の
達
成

に
貢
献
す
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
海
外
展
開
を
図
る

と
と
も
に
、
技
術
や
シ
ス
テ
ム（
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど
）等
の
輸

出
を
通
じ
て
、
わ
が
国
経
済
社
会
が
経
験
し
た
知
見

を
踏
ま
え
つ
つ
、
各
国
が
抱
え
る
社
会
的
課
題
を
解

決
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
わ
が
国
の

魅
力
の
向
上
を
通
じ
て
、
海
外
か
ら
企
業
等
を
呼
び

込
む
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

財
政
健
全
化
の
実
現

わ
が
国
財
政
は
、
債
務
残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
諸
外
国
に
比
べ
て
極
め

て
高
い
水
準
に
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
国
債
費
が

毎
年
度
の
一
般
歳
出
の
２
割
以
上
を
占
め
る
な
ど
、

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
化
に
伴
っ
て
社

会
保
障
費
も
拡
大
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
歳

出
は
国
債
費
・
社
会
保
障
費
を
除
く
と
、
長
期
に
わ

た
り
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
な
ど
硬
直
化
し
て

い
る
。そ
の
た
め
、国
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
歳
出
・

歳
入
改
革
を
進
め
、
政
府
の
財
政
健
全
化
目
標
で
あ

る
「
２
０
２
５
年
度
の
国
・
地
方
を
合
わ
せ
た
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
」
お
よ
び
「
債
務
残

高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
安
定
的
な
引
き
下
げ
」
を
達
成
し

て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。

経
済
成
長
・
財
政
・
社
会
保
障
の
一
体
改
革
に
よ
る

安
心
の
確
保
に
向
け
て

―
―

経
済
構
造
改
革
に
関
す
る
提
言
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歳
出
面
の
改
革
と
し
て
は
、
何
よ
り
も
、
歳
出
規

模
の
大
き
い
社
会
保
障
の
制
度
改
革
を
着
実
に
実
行

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
あ
わ
せ
て
、
企
業
の
成

長
期
待
に
つ
な
が
る
歳
出（
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン

ト
の
推
進
、
政
府
研
究
開
発
投
資
の
拡
充
な
ど
）に

振
り
向
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、安
定
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の
歳
入
改
革
と

し
て
、
消
費
税
は
世
代
間
負
担
の
公
平
性
な
ど
の
点

に
お
い
て
他
の
税
よ
り
も
優
れ
る
こ
と
か
ら
、
消
費

税
率
１０
％
超
へ
の
引
き
上
げ
も
有
力
な
選
択
肢
の
１

つ
と
し
、
国
民
的
な
議
論
を
喚
起
す
る
必
要
が
あ
る
。

社
会
保
障
制
度（
医
療
・
介
護
）の

持
続
可
能
性
の
確
保

今
後
、
高
齢
化
に
伴
う
給
付
の
増
加
や
生
産
年
齢

人
口
の
急
減
に
よ
り
、
現
役
世
代
の
社
会
保
険
料
負

担
の
さ
ら
な
る
増
加
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
な

か
、
持
続
的
な
経
済
成
長
と
の
両
立
を
図
り
つ
つ
、

わ
が
国
の
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
を
確
保
し

て
い
く
た
め
に
は
、
�
高
齢
者
と
現
役
世
代
の
給
付

と
負
担
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
是
正
、
�
人
口
減
少
や
技

術
進
歩
を
踏
ま
え
た
保
険
給
付
の
あ
り
方
の
見
直
し
、

�
医
療
・
介
護
費
用
の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み

の
推
進
を
基
本
的
な
視
点
に
据
え
て
、
給
付
や
負
担

面
の
見
直
し
を
含
め
た
制
度
改
革
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

特
に
優
先
す
べ
き
具
体
的
な
改
革
事
項
と
し
て
、

�
今
後
７５
歳
に
な
る
人
を
対
象
と
し
た
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
窓
口
負
担
の
見
直
し（
７４
歳
ま
で
の
窓

口
で
の
２
割
負
担
の
継
続
）、
�
受
診
時
定
額
負
担

の
導
入
、
�
医
薬
品
の
保
険
給
付
の
重
点
化
、
�
介

護
保
険
の
２
割
負
担
の
対
象
者
拡
大
が
求
め
ら
れ
る
。

以
上
の
４
点
の
改
革
の
う
ち
、
介
護
関
係
に
つ
い
て

は
介
護
保
険
事
業
計
画
の
始
期
と
な
る
２
０
２
１
年

度
か
ら
、
医
療
関
係
に
つ
い
て
は
団
塊
世
代
の
後
期

高
齢
者
入
り
等
を
見
据
え
２
０
２
２
年
度
か
ら
実
施

す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
改
革
に
あ
た
っ
て
は
、
低

所
得
者
へ
の
配
慮
を
大
前
提
と
す
る
と
と
も
に
、
負

担
増
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な
ら
な
い
よ
う
、
個
々
の

改
革
の
実
施
時
期
に
は
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り

わ
が
国
に
と
っ
て
、
よ
り
根
本
的
な
課
題
で
あ

る
少
子
化
対
策
へ
の
不
断
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、

高
齢
者
や
外
国
人
な
ど
の
多
様
な
人
材
が
活
躍
で

き
る
よ
う
、そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会
づ
く
り（
年

金
制
度
改
革
、
高
齢
者
の
就
業
機
会
の
確
保
、
外

国
人
材
と
の
共
生
社
会
の
形
成
な
ど
）を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
経
済

成
長
や
財
政
・
社
会
保
障
の
支
え
手
の
増
加
が
期

待
さ
れ
る
。

と
り
わ
け
高
齢
者
が
長
く
社
会
参
画
で
き
る
よ

う
、
公
的
年
金
制
度
と
し
て
は
、
受
給
開
始
年
齢

の
選
択（
現
状
６０
〜
７０
歳
）を
よ
り
弾
力
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
高
齢
者
に
限
ら
ず
、

働
き
方
の
多
様
化
が
進
む
な
か
、
企
業
規
模
要
件

（
従
業
員
５
０
１
人
以
上
）の
見
直
し
を
は
じ
め
、

被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
際
、
中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
に
関
す
る
支

援
策
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
経
済
政
策
本
部
）

※本提言については、https://www.keidanren.or.jp/policy/2019/098.html参照

図表２ 就業者の社会保険料負担見通し

（注）２０１７年度から２０４０年度まで年率平均０．３％程度の実質GDP成長率を想定
（参考）賃金上昇が近年で最も高かった２０１６年度の名目雇用者報酬の伸び率は２．４％、

１人あたり名目雇用者報酬の伸び率は１．０％

図表１ 歳出構造の変化

出所：財務省の各年度の予算政府案より作成（１９９０年度は当初予算ベース、
２０１９年度は予算ベース〈臨時・特別の措置を含む〉）

就業者１人あたり介護保険料就業者１人あたり医療保険料

国債費

23.5兆円

社会保障

34.1兆円

地方交付税

交付金

16.0兆円

公共事業、文教

および

科学振興、防衛など

27.9兆円

国債費

14.3兆円

社会保障

11.6兆円

地方交付税

交付金

15.3兆円

公共事業、文教

および

科学振興、防衛など

25.1兆円

（同1.6倍）

＋9.2兆円

（同2.9倍）

＋22.5兆円

（同1.0倍）

＋35.3兆円
（1990年度対比1.5倍）

（同1.1倍）

1990年度

66.2兆円

2019年度

101.5兆円
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